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けやき 
学校教育目標 

いつでも自分から動く子  わたしもあなたも大事にする子  

まなびを楽しみ表現する子   つながりから成長する子 
令和６年度重点目標 

｢きたえよう！やさしさ+１ ｣ 

別れの３月がやってきます 

先日の「６年生ありがとうの会」で、６年生が全校児童前に披露した合唱曲がいつまでも頭の中に

流れています。この曲が聴かれるようになると、令和６年度の終わりを感じ、ふと感慨深い思いにな

ります。 

 ３月は別れの季節です。 

６年生は岩松北小学校との別れ、１～５年生は現学年との別れになります。共に過ごした仲間、仲

間と学んだ教室、楽しかった時間…、それぞれにいろいろな別れがあると思います。 

その一つ一つをしっかりと心に刻んでいくことで、新たな「出会い」に向かって成長できるものだ

と思っています。 

そして、この時期になると今年度のさまざまな場面が思い起こされます…。 

ところで、教育大国と言われているフィンランドで大ヒットした日本のドキュメンタリー映画『小

学校～それは小さな社会～※』（監督：山崎エマ）をご存じでしょうか。私は１月中旬に視聴しまし

たが、なぜこの映画が海外で大ヒットしたかがよくわかりました。それはこの映画が、集団性を重ん

じながら個を育てようとする日本の教育のよい部分と、一人一人の子どもに真剣に向き合う教職員た

ちの熱い思いを伝えていたからです。 

また、学校教育現場は子ども一人一人が主人公であり、一人一人にさまざまなドラマがあることを

改めて感じることができ、映画を視聴しながら私は、令和６年度の岩松北小学校で起こったたくさん

のドラマを頭の中で再現していました。まさに「事実は映画（小説）より奇なり」です。 

さて、3 月の授業日数はたった 13 日しかありませんが、１日１日を大切に過ごし、この１年間、

自分が歩んできた轍に目を向けさせ、新たな決意を胸に次の一歩を力強く踏み出せる子に育ってほし

いと願っています。 

例年、卒業式・修了式が終わる頃には、桜が一斉に開花します。 

「桜の花が下を向いて咲く理由は、人が上を向くことができるように」 

という言葉を聞いたことがあります。 

坂本九の名曲となった『上を向いて歩こう』の歌詞にもあるように「幸せは雲の上に、幸せは空の

上に」と信じて、やがて訪れる春の日差しをいっぱいに浴び、前向きな気もちで学校生活を送ること

ができるように、一人一人に励ましの声を掛けていきたいと思います。 

                                （校長 望月 敏行） 

 

 先日（26 日）、マチコミメール添付文書にて連絡させていただきましたが、令和７年度の岩松

北小給食室改修工事が決定したことを改めてお知らせいたします。 
 工事の時期：夏休み開始～令和７年 12 月 

         ※冬休み明けからの給食再開を目標に工事が進められる予定です。 

 工事中の対応：工事期間中の給食代替につきましては、学校給食を継続して提供する方法 

       等を市当局が検討しておりますので、決定次第お知らせいたします。  

※（映画感想コメントより）今日、妻と息子と３人で見てきた話題のドキュメンタリー映画。劇場はかなり混んで

いた。中身は、都内の公立小学校の１年を追った話。大きな事件もなく、ナレーションもつけず、ただ淡々

と。でも、なぜかこれが面白い。共感と発見、確認。そして沁みる。日本の小学校、あらためてすごいな。

「ありがとう」と言いたくなる。（放送作家・脚本家：鈴木おさむ） 



 

 

４月の主な行事予定 

※お子様の下校時刻等は学年だより等を参考にしてください。 


